
働
き
方
改
革
で
は
社
員
の
や
る
気
に

頼
る
経
営
が
最
も
危
な
い

　

若
年
労
働
力
不
足
、
人
口
減
少

・
総
需
要
減

少
、
超
高
齢
化
高
負
担
、
若
手
の
価
値
観
の
変

化
が
、
も
う
従
来
の
労
務
管
理
制
度
を
機
能
不
全
に
し
て

い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
従
来
の
労
務
管
理
制
度
と
は
、
帰

属
意
識
、
忠
誠
心
、
精
神
主
義
、
信
頼
関
係
を
ベ
ー
ス
と

し
た
も
の
で
す
。
昭
和
か
ら
平
成
一
桁
ま
で
は
「
精
神
主

義
」
「
曖
昧
主
義
」
「
協
調
主
義
」
は
ま
だ
通
用
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
「
自
分
の
時
間
を
大
切
し
た
い
」
「
給
与
決

定
の
明
確
な
説
明
が
ほ
し
い
」
「
職
務
内
容
を
明
確
に
し
て

ほ
し
い
」
「
男
性
も
育
児
休
業
を
と
り
た
い
」
若
手
社
員
に

は
全
く
魅
力
の
な
い
古
臭
い
会
社
に
映
り
ま
す
。
そ
の
「
若

手
」
た
ち
が
会
社
の
多
数
派
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
政
府
の

主
導
す
る
長
時
間
労
働
是
正
、
有
給
消
化
率
向
上
、
同

一
労
働
同
一
賃
金
な
ど
欧
米
の
労
務
管
理
に
近
づ
け
る
政

策
は
、
若
手
に
極
め
て
ウ
ケ
が
い
い
。
若
手
の
価
値
観
は
欧

米
人
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。
社
員
の
や
る
気
の
向
上
の
た
め

に
、
給
与
制
度
や
評
価
制
度
を
い
じ
く
る
、
長
期
的
に
つ

い
て
き
て
く
れ
た
ら
悪
い
よ
う
に
し
な
い
、
飲
み
食
い
を
し

て
一
体
感
を
高
め
る
等
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
手
法
は

無
理
な
段
階
に
来
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
も
う
精
神
性

・
協

調
性
を
強
み
に
す
る
、
日
本
の
独
自
の
経
営
ス
タ
イ
ル
で

は
戦
え
ま
せ
ん
。
有
給
休
暇
は
全
部
消
化
し
、
原
則
残
業

は
な
く
、
職
務
内
容
や
目
標
が
明
確
、
明
瞭
な
処
遇
制

度
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
等
、
こ
れ
を
前
提
に
し
た
事

業
で
な
い
と
や
っ
て
い
け
な
く
な
り
ま
す
。
ヤ
マ
ト
宅
急
便

の
例
を
出
す
ま
で
も
な
く
、
値
上
げ
が
で
き
る
商
品
サ
ー

ビ
ス
に
絞
り
込
み
、
そ
れ
を
評
価
し
て
く
れ
る
顧
客
を
絞

り
込
み
、
た
と
え
売
上
が
下
が
っ
た
と
し
て
も
、
不
得
意

で
効
率
の
悪
い
仕
事
を
排
除
し
、
労
働
生
産
性
を
向
上
さ

せ
粗
利
を
増
や
す
。
そ
の
結
果
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

を
実
現
し
な
が
ら
、
一
人
当
た
り
粗
利
益
を
上
げ
て
い
き

ま
す
。
ダ
メ
な
パ
タ
ー
ン
は
、
構
造
改
革
に
踏
み
切
ら
ず
、

人
が
足
り
な
い
か
ら
人
を
増
や
し
て
、
精
神
主
義
で
や
る

気
を
高
め
、
売
上
げ
を
上
げ
よ
う
と
す
る
こ
と
で
す
。
い

よ
い
よ
日
本
の
労
務
管
理
が
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に

叩
き
の
め
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
（
横
）
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同友会の学びで良い企業づくりを実践し、

地域から期待される憧れの企業になろう！
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会報誌をよりよくするためにご意見やご感想をください。

良い会社をつくろう、 良い経営者になろう、 良い経営環境をつく

ろうの同友会３つの目的実現に向けて 「地域社会と共に歩む」

中小企業の自覚をもち 「自主・民主・ 連帯」 の精神で企業経営

と会運営を行うことです。
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同友会らしい企業づくりの輪を広げ、
日本と地域の未来を拓こう！

～中同協第 50回定時総会開催～

陶冶

※事務局が 「アイテムえひめ」 から移転しました。
詳しくは本誌 11 ページをご確認ください。

　中小企業家同友会全国協議会 （中同協） の定時総会が宮城で 7 月 5

～ 6 日に行われました。 全 47 同友会から総勢 1312 名 （来賓含む） が

参加し、 愛媛は 4 名が参加。 本総会は中同協設立 50 周年 ・ キックオ

フ集会として位置づけられ、 2020 年末に中同協 ・ 全国会員 5 万名達成

することを誓い合う場となりました。 冒頭に広浜泰久会長の挨拶後に中山

幹事長から議案書と今年度の運動方針のポイントが提起され、 各 16 分

科会で深め合いました。

　今年度の愛媛の会員数目標は 505 名、 過去最高会勢の 502 名を回

復することを目指しています （7 月 26 日現在 415 名）。
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四国中央支部 6月例会

…四国中央支部例会

「想定外の人生」を楽しむ！

～しくじりから学んだ労使見解の価値～

■報告者 ： 米田　順哉　氏

　 NPO 法人家族支援フォーラム　理事長／愛媛県中小企業家同友会　代表理事

■日　時 ： 6 月 14 日㈭　　■会　場 ： ホテルグランフォーレ　　■参加者 ： 19 名

　米田順哉さんは創業 100 年を超える企業の長男として生まれます。 少しでも偏差値の高い大学を出

て大企業に入るキャリア観を持つ米田さんは一流大卒後、 大手信託銀行に入行。 順風満帆の人生で

した。 しかし両親を続けて亡くし退職を余儀なくされるところから想定外の人生が始まります。 退職後は

社会との繫がりに不安を感じ、 自分自身に悶々とした日々が続きます。 そんな中、 お父上が人生の集

大成で創設した福祉施設の家族会で盟友 ・ 松本彰夫氏と出会い、 彼の考え方に驚愕し感銘を受けま

した。 その後、 運命の再開を機に意気投合し、 福祉事業には消極的だった米田さんが福祉の道を歩

むようになります。 「おおきなことを考えずに、 目の前の障がい者を幸せにしよう」 と決意し NPO 法人を設立。 しかし事業の拡大に

伴い放漫な人員増加と資金調達を繰り返した結果、 赤字体質に転落してしまいます。 愛媛同友会にはそんなときに入会。 船井幸

雄と稲盛和夫に学んでいた米田さんは 「知ってる」 「やってる」 と斜に構えた態度で例会に参加。 しかし、 2011 年に故 ・ 鎌田哲

雄さんにおされ松山第一支部 （当時） 幹事長になると同友会の歴史、 理念、 「労使見解」 について理解を深め同友会へのめり

込んでいきました。

　頭でわかっている同友会だったが、実践ができていないために現場のナンバー１．２が離職し経営危機を迎えることになります。 トッ

プダウン経営の限界が露呈し社内が動揺するなか、 社員さんに 「会社は絶対つぶさない」 「現場で起こることに対しては各人が判

断してほしい。 それに対して間違いがあっても責任は問わない」 この 2 点を誓いました。

それからは経営姿勢を改め、 社員さんと共に指針書を作成し、 社員さんを最も信頼でき

るパートナーとして高い次元での団結を目指し、 共に育ちあう教育を重視し労使見解の精

神を大切に経営に取り組みます。 経営指針の成文化とその全社的実践をすることを目指

しました。 経営者に依存体質の強かった社員さんが自発的に物事を考えるようになってか

ら徐々に業績も回復していきました。

　米田さんは自分のしくじりを振り返り、 「同友会では素直に学びましょう。 学んだことは素

直に労使見解に基づき実践しよう」 と締めくくられました。

寄稿 ： 菰田　晃伸さん （㈱こもだ寝装／四国中央支部）

四国中央支部情報 ： 愛媛生コン株式会社　　岡田美里さん

　四国中央市にある愛媛生コン㈱ （代表取締役　岡田美里さん） をご紹介します。

　文字の通り、 工場から 90 分圏内の現場に生コンを販売されております。 岡田さんは、 新入会員

ですが、 実際は 10 年近く前に一度、 入会された経緯がありました。 一度退会されて、 本業に注力

されていたそうです。 事業も順調に推移している中での再入会 ・ ・ ・ 何故？

　ご本人の弁を借りると、 この数年事業を良くする為に

行ってきたことが、 同友会活動の中身と合致しており、

改めて体系づけるために再入会されたとのこと。 日々どうしたら会社がよくなるのか学び

に行っている私からすると、 羨ましい限りです。 実際、 社員にとって家よりも楽しい職場

づくりを目指されており、 制服もハリウッド映画のようにカッコイイ。 今後は更に女性の職

場進出を目指すとも。 まもなく四国中央市に愛媛で一番カッコイイ会社が生まれます。

寄稿 ： 宇高　将仁さん （泉製紙㈱／四国中央支部） 指令室を見学させていただきました

愛媛生コンのミキサー車

グループ討論の様子

座長の長野禎毅さん
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松山支部 6月例会

松山支部例会…

「四国でいちばん大切にしたい会社大賞」に選ばれた理由
～求人と教育の実践から、社員と共に社長が学んだこと～

■報告者 ： 今村　暢秀　氏

　 株式会社世起　代表取締役／

　 愛媛県中小企業家同友会　理事 ・ 求人教育委員長

■日　時 ： 6 月 15 日㈮　　■会　場 ： 松山市青少年センター　　■参加者 ： 74 名

松山支部第 2 地区会情報 ： 日野啓介社会保険労務士事務所　　日野啓介さん

　松山支部６月例会報告として、 株式会社世起 ・ 代表取締役の今村暢秀さんにご報告いただきました。

　今村さんが経営される株式会社世起は 2017 年 「四国で一番大切にしたい会社大賞」 を受賞。 「社

員や顧客、 地域から必要とされ、 大切にしたい会社」 と認められたとのことですが、 そこに至るまでに

は様々な壁があったようです。

　かつての同社では職場環境において問題が多く、 環境整備が行き届いていなかった部分がありまし

た。 売上に関してもご苦労された時期もあり非常に悩んでいた中で、 同友会での学びや交流を経て、

今村さんの考えに変化が表れたそうです。

　まずは経営計画書を作りました。 毎朝全員で読み合わせを行うことで社内全体の共通意識や方向性を高めていきました。 また環

境整備をしていくことから改善を始め、 少しずつ社内の雰囲気を変えていきました。 その中でも特に力を入れられたのが、 人材の

採用と教育です。

　同社では、 新人社員が入ると先輩社員が教育係としてペアで業務にあたる 「ブラザーシスター制度」 を取っています。 従業員間

のコミュニケーションを図るため、 週に一度、 従業員全員でハイタッチしながら挨拶を行っています。 またその他にも 「事務部」 の

名称を 「経営サポート部」 に変えることで、 取り組んでいる仕事の重要性を感じてもらうようにするなど、 とにかく 「人を生かす」 た

めに様々な取り組みを行っています。このような取り組みの積み重ねが、職場環境を良い方向に導き、会社そのものを向上させるきっ

かけとなっています。

　人はそれぞれ違う価値観を持っていることを理解し、 他人の価値観への許容の幅を持

つこと。 昨今、 ダイバーシティという言葉がよく叫ばれていますが、 他人は自分とは違う

ということを素直に受け入れられる環境作りが重要なのではないでしょうか。 その視点から

ぶれることなく、 愚直に取り組んでこられた今村さんと従業員さんだからこそ、 「四国で一

番大切にしたい会社大賞」 を受賞するに至ったのだと思います。

　今日聞いた学びを自社でどうやるか、 いつからやるか。 完全でなくてもいいから、 まず

行動することがゴールに向けての大きな一歩です。

　さあ、 やるかやらないか、 それはあなた次第です。

寄稿 ： 中川　祐作さん （てくのインシュアランス㈱／松山支部第 3 地区会）

　「我々は人と組織と仕事の関係の中で生じる様々な事案について最良の解決者であり続けます」

という理念を掲げる社会保険労務士の日野啓介さん。 同友会歴は 10 年以上のベテラン経営者で

す。 社労士になろうと思ったきっかけはサラリーマン時代に人事担当として働き、 その時に社労士

の仕事に興味が湧き資格を取得。 当時勤務していた会社の仕事に疑問を持ち、 自身で開業しよう

と決意します。 その後、 人との繋がりを大切に色々な会合等に積極的に参加し信用や信頼を得て

いきます。 業務内容としては 「『働く環境づくりのためのガイドライン』 に沿った就業規則作り 、 障

害年金の申請、 助成金の申請 」 等の社労士業務を行っています。 手続きのミスで助成金の受給

が出来なかったり、 違法行為を強要されることもあったり ( 勿論断ります ) 等、 嫌なことも過去にはあ

りましたが、 これからも会社の労務ドクターとして、 良い会社作りに寄与できる社労士になって行き

たいと熱く語っていただきました。 日野さんありがとうございました。

寄稿 ： 内藤　成博さん （㈲福助珍味／松山支部第 2 地区会）

座長の浅川信介さん

今村さんが実践している週に一度の
ハイタッチ挨拶を参加者同士で行いました
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東温支部 6月例会

…東温支部例会

東温支部活動と自社経営のあるべき姿について
～東温支部での同友会活動が、いかに会員各社の

経営向上につながるか…本音で語り合いましょう！～

■報告者 ： 藤岡　貞雄　氏

　 藤岡萬建設有限会社　代表取締役／

　 愛媛県中小企業家同友会　理事 ・ 東温支部長、 中小企業憲章 ・ 条例委員長

■日　時 ： 6 月 19 日㈫　　■会　場 ： 東温市商工会館　　■参加者 ： 17 名

　6 月 19 日㈫、 東温支部 6 月例会が、 東温市商工会館にて、 東温支部長藤岡貞雄さんの 「東温支部活動と自社経営のあるべ

き姿について」 という問題提起から、 東温支部の今後の方向性についてグループ討論を行いました。

　東温支部の会員は全員が零細企業の経営者であり、 日々仕事に追われながら、 同友会の役職を全うする事は厳しい状況にあり

ます。 会員数が減少し会員拡大も出来てない現状では、 一部の会員に負担がかかってしまい、 支部活動の継続は難しい状況に

あります。 他支部との合併も視野に入れ今後の支部の在り方を考えていきたいとの報告でした。

　私にとっては、 東温支部をつくり同友会の理念を商工会の経営者仲間に拡げていく事が、 大好きな東温市の活性化につながる

ことと信じておりました。 商工会の若手経営者にゲスト参加を呼びかけ、 参加もして頂きましたが、 入会に至ったのは、 ごく少数で

した。 自分自身としては、 同友会で学んだことから、 振興条例の作成にも携わり、 市役所職員とも、 地域の中小零細企業の大切

さを共有出来たと思います。

　会員拡大が進んでない中で、 限られた人間が支部役員を続ける事による負担を、 考えると支部活動の見直しが必要かと思いま

すが、 同友会理念を、 東温市の経営者仲間に拡げていく事が東温市の将来にとって必要不可欠であると考え、 小さくても、 小さ

いからこそ出来る支部活動を続けていければと思います。

寄稿 ： 篠原　治行さん （エスディー企画設計／東温支部）

　毎月発行している会報誌 「えひめ同友」。 2019 年度 「えひめ同友」 への広告掲載を募集いたします！

◇掲載料 ： 年間 （2019 年 4 月号～ 2020 年 3 月号、 12 回発行） 30,000 円

　 ※スポット （1 ヶ月） 掲載は 5,000 円

◇申込締切 ： 2018 年 12 月 21 日㈮

「『えひめ同友』 の発行部数はどれぐらい？」 「どんなところに配ってるの？」 「広告が掲載

される場所はどこ？」 「広告の仕様は？」 「原稿はどうしたらいい？」 等々、 ご質問は事務

局までご連絡ください！

連絡先 ・ ・ ・ Tel ： 089-948-9920　　Mail ： info@ehime.doyu.jp

2019 年度会報誌名刺広告募集！

グループ毎に東温支部のあり方について討論しました

会員の皆さんはもちろん、 教育機関や報道機関も
目を通す会報誌に広告を掲載しませんか？
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今治支部 6月例会

今治支部例会…

今治支部の一年間をみんなで考える！！

■報告者 ： 渡部　伸哉　氏

　 有限会社三和興産　代表取締役／

　 愛媛県中小企業家同友会　理事 ・ 今治支部長

■日　時 ： 6 月 20 日㈬　　■会　場 ： 今治地域地場産業振興センター

■参加者 ： 21 名

今治支部情報 ： 株式会社志賀商店　　原初さん

　6 月 22 日に今治支部幹事の宇佐裕次さん、 今岡健一さん、 事務局の大北雅浩さんと一緒に

志賀商店の原初さんを訪ねました。

　2003 年に経営指針を成文化した原さん。 先代から引き継いだ時、 何も解らない不安から 「勉

強しなくては」 と思い、 他団体のセミナーに行ったのがきっかけだそうです。 今では毎年全員参

加型で見直しており、 積み重ねることによってポイントが分かって来て、 必要性が実感できている

といいます。

　今、 原さんと言えば数字のエキスパートという印象がありますが、 実は最初から数字が得意と言うわけではなかったそうです。 経

営指針を成文化したものの、 これだけでは 「良い会社」 にはなれないのではないか。 会社があってこそ意味があるものであり、 会

社の永続につなげるためには、 やはりしっかりとした数字を見れるようにしていかなくてはいけないとの思いで勉強されたそうです。

そして、 その判断基準となるのが、 経営理念です。 会社としてどこに向かい、 そのためには何に、 どれだけのお金をかけていくの

かを冷静に分析すること。

　そして指針発表会で社員と共有することで、 全社一丸体制を作っている。 こ

れが今の志賀商店の豆に特化しながらも柔軟な開発力を持ち、 「安売りをしな

い」 という強みにつながっているのではないでしょうか。

　先日、 息子さんに事業承継された志賀商店。 経営者としての覚悟とともに、

経営理念は受け継がれていき、 更なる強みを生み出し、 次回訪問時には興味

深いお話がきけそうです。

寄稿 ： 森　幸世さん （㈱カトルアイランド／今治支部）

　渡部伸哉 ・ 新支部長に交代して初めての例会は、 今治支部のこれからを見据えたワークショッ

プ例会として開催しました。

　今年度から今治支部は 「今治支部 10 年ビジョン」 を掲げています。 初年度を 「知る年」 と位

置づけ、 四国中央支部に倣って会員アンケートを実施するなど、 支部会員の皆さんの現状を把

握する取り組みを進めてきました。

　そこで今回の例会は、 「例会参加メンバー全員が主役！」 として実施。 「今年度の今治支部で

やりたいことを、 みんなで考える」 をテーマに掲げ、 渡部さんの所信表明を受けて、 ワークショッ

プ形式でそれぞれの経営課題について話し合いました。 ワークショップに先立つ意見交換で出

たキーワードは、 「情報発信」 「10 年後の未来」 「儲ける！ （利益を出す）」 の 3 つ。 それぞれ

自社の経営課題と関わりのあるキーワードを選んで集まり、 各テーブルとも活発に意見交換が行

われていました。

　参加者の皆さんから出た経営課題や提案を、 後日行われた支部幹事会で集約しました。 今後

さらに、 10 年ビジョンの具体化について協議を進め、 今年度下半期から試運転を開始する計画

です。 これから （10 年間） の今治支部に、 ご期待ください！

寄稿 ： 森　幸世さん （㈱カトルアイランド／今治支部幹事）

左から原初さん、 森幸世さん、 今岡健一さん

株式会社志賀商店外観
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伊予 ・松前支部 6月例会

…伊予 ・ 松前支部例会

2 人の経営者が辿る事業承継の過去・現在・未来
～これから事業承継する人・される人が聴くべき学びの例会～

■報告者 ： 塩崎　智生　氏 （写真右）

　 はじめ科学株式会社　代表取締役／

　 愛媛県中小企業家同友会　伊予 ・ 松前支部幹事

■報告者 ： 山﨑　剛　氏 （写真左）

　 協和パックス株式会社　代表取締役／

　 愛媛県中小企業家同友会　伊予 ・ 松前支部幹事

■日　時 ： 6 月 22 日㈮　　■会　場 ： 松前町総合福祉センター

■参加者 ： 21 名

伊予 ・ 松前支部情報 ： 社会福祉法人 中山梅寿会　　高本英昭さん

　伊予 ・ 松前支部の 6 月例会は、 近年事業承継をされた塩崎智生さん、 山﨑剛さんの支部が誇る幹

事のお二人にご登場いただき、 座長の好永隆之さんを交えた対談方式で進行されました。

　承継のきっかけに始まり、 その後の試練や苦労などが語られましたが、 お二人とも決して余裕を持っ

た承継ではなかったそうです。 経営者としての準備を継ぐ側 ・ 継がせる側がじっくりと時間をかけて準

備していく、 承継後もいわゆる 「仮免許中」 で分からない事があれば先代に聞きながら経営者として

成長していく事が大事だと話を伺って学びました。

　また、 承継直後は 「先代とは違う、 自分のカラーを出したい」、 「同友会で学ぶ中で、 先代を超えないといけないと思った」 と、

お二人それぞれに新しい事などにチャレンジするものの失敗もあり、 「初心に帰ってこれまでの仕事に向き合ってみる」、 「会社の状

況を見ながら変えていく」 と考えていったとの事です。 これには自分も大きく共感できました。

　経営者となっての実感として、 ①自分名義で借り入れをした事、 ②最終的な決定、 ③経営者としての覚悟 ・ 責任感がお二人の

共通だったのではないでしょうか。 その反面で、 社内の現状把握や財務の勉強など、 承継前にしっかりとやっておけばよかったと

振り返っておられました。

　今後の展望をそれぞれ語り、 例会は終わりましたが、 自分自身これから事業承

継する身として、 お二人の経験が大変参考になりました。 本音で赤裸々にお話

いただいた時間を無駄にする事なく、 実践して成果をだし、 報告のお返しとなる

よう頑張っていきたいと思います。

　山﨑さん、 塩崎さん、 座長の好永さん、 当日はありがとうございました。

寄稿 ： 武田　正輝さん （恭栄自動車㈱／伊予 ・ 松前支部）

　今年で 20 周年を迎える社会福祉法人　中山梅寿会の高本さんを訪問しました。

　高本さんはこの施設の立ち上げメンバーの一人で、現在高本さんが 3 代目の理事長。 現在、

高齢者施設を 3 ヵ所 ・ 障がい者施設を 1 ヵ所　スタッフは 93 名 ( パート含む ) で運営されて

おります。 今回はその中でなかやま幸梅園に支部会員 4 名でお邪魔しました。

　光差し込む広いエントランスを抜けると、 施設内は広い廊下で一周

できるようになっておりました。 高本さんの案内でぐるり一周したのですが、 利用者の皆さんから笑顔やごあ

いさつで迎えられ、 とてもあったかい気持ちになれました。

　高本さんが同友会に入った理由は 「人材育成 ・ 人材確保」 それと 「一般企業の厳しさを知り学ぶため」

ということです。 そのため定期的にスタッフを誘い、 例会に参加されております。

　中山梅寿会の基本理念は 「日本一あったかいホームを目指します」 というものです。 その理念が地域に

浸透し、 中山地区の高齢者福祉だけでなく、 地域の清掃やイベント ・ 植樹などを通じ、 地域に愛される施

設になっていると感じました。

寄稿 ： 山﨑　剛さん （協和パックス㈱／伊予 ・ 松前支部）
経営理念を持つ
高本英昭さん

座長の好永隆之さん

グループ討論の様子
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第 20回報道関係者との懇談会

報道関係者との懇談会…

■日　時 ： 6 月 13 日㈬　　■会　場 ： 二番町ホール　　■参加者 ： 29 名

　広報情報委員会担当、 第 20 回報道関係者との懇談会を開催しました。 全体の

参加者数は 29 名で、 報道機関からは 6 社 8 名の皆様にご参加いただきました。

これまではホテルを会場に行っていましたが、 「敷居が高く参加しづらい」 「役員の

方のみが参加するものだと思っていた」 という会員さんからの声を反映し、 会場を

二番町ホールに変更して行いました。

　第 1 部は中村剛 ・ 広報情報化委員が司会を務め、 米田順哉 ・ 代表理事に開会

挨拶及び本懇談会の開催趣旨をお話いただきました。 本懇談会のテーマは 「同

友会の委員会活動紹介」。 キャリア教育委員会、 外部環境調査 （EDOR） 委員会、 そして求人教育委員会にそれぞれの取り組

みについて報告いただき、 参加企業から自社 PR を行いました。

＜キャリア教育委員会＞

　前田眞 ・ キャリア教育委員長から、 小 ・ 中学校への出前授業と 『未来デザインゲーム』 に関する報告

でした。 実際に講師として各学校へ赴いた桑波田健さん、 本田美紀さん、 武田正輝さんからご報告いた

だくとともに、 児童 ・ 生徒からの反応をお伝えいただき、 この取り組みが非常に有意義なものであることを

実感しました。 また、 松山市中小企業円卓会議とキャリア教育委員会を中心に愛媛同友会が代表団体の

「人育ち応援部会」 が協力して作成した 『未来デザインゲーム』 を雄郡小学校で実践した事例について、

吉見香奈子 ・ 教諭にご報告いただきました。

＜外部環境調査（EDOR）委員会＞

　桑波田健 ・ 外部環境調査 （EDOR） 委員長と曽我亘由 ・ EDOR キャップから、 四半期ごとに取り組ん

でいる EDOR （景況調査） の意義と目的について報告いただきました。 調査票の回収数や情報発信力

の弱さといった委員会の課題にも触れられ、 報道各社の皆様にぜひ記者発表の場にご参加いただき、

情報を発信していただきたいと桑波田さんから強い想いを話していただきました。

＜求人教育委員会＞

　堀内章 ・ 求人教育副委員長から 6 月 20 日㈬に開催が迫っている第 6 回合同企業説明会の告知が行わ

れました。 単なる人取りではなく、 会員企業同士がともに学び育つ委員会の取り組みである旨をご報告い

ただきました。

＜自社 PR ＞

　合同会社国際教育人材交流センターの河野優 ・ 代表社員より 「愛媛の子供たちをグローバル人材に」

というテーマで、 取り組んでいる事業や研修プログラムについてご報告いただきました。 センター設立の

経緯から始まり、 小 ・ 中高 ・ 大それぞれが対象の多岐に渡るプログラムの紹介、 「ローカルな問題をグ

ローバルな視点で解決する」 というミッションについて報告しました。 報告を受け、 報道関係の皆様から

は委員会の課題をどのように解決していくかという質問だけでなく、 どのようにすれば課題が解決される

のではないかといった提案もいただきました。

　第 2 部の懇親会は 「花咲か爺屋 三番町店」 に会場を移して行いました。 お酒を交えながら報道関

係者の皆様と様々に交流を深めました。 懇親会の中で報道関係者の皆様から 「今回の形式は非常に

よかった」「このような場に常々参加したいと思っていた」という嬉しい声もありました。懇親会の時間があっ

という間に感じるほど大いに盛り上がりました。

文責 ： 難波　賢太 （愛媛同友会　事務局員）

前田眞 ・ キャリア教育委員
長 ( 左 ) と吉見香奈子 ・ 雄

郡小学校教諭

桑波田健 ・ 外部環境調査
委員長 ( 左 ) と曽我亘由 ・

EDOR キャップ

堀内章 ・ 求人教育副委員長

( 同 ) 国際教育人材交流セ
ンターの河野優 ・ 代表社員

＜ご参加いただいた報道関係者の皆様＞

　愛媛新聞社 ： 武田　亮　様　　　　　 　愛媛経済レポート ： 行定　千織　様　　　　愛媛朝日テレビ ： 岡　泉花　様

　　　　　　　　　　亀井　咲希　様　　　　　四国中央レポート ： 藤原　龍太郎　様　　　　　　　　　　　　　　正岡　あゆみ　様

　日本経済新聞社 ： 棗田　将吾　様　　南海放送 ： 白石　紘一　様
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第 6回合同企業説明会

…合同企業説明会

■日　時 ： 6 月 20 日㈬　　■会　場 ： 松山市総合コミュニティセンター　企画展示ホール

　求人教育委員会担当で、 第 6 回合同企業説明会を開催しました。 参加企

業は 24 社でした。 来場学生は 43 名と厳しい結果ではありますが、 各学生は

意欲的に各社ブースを回っていました。

【日時】 6 月 20 日㈬　13 時 00 分～ 17 時 00 分

【会場】 松山市総合コミュニティセンター　企画展示ホール

【対象】 2019 年 3 月　大学等卒業予定者

【参加企業】 24 社 （順不同）

アイネット株式会社、 有限会社阿部木工、 特別養護老人ホーム梅本の里、 株式会社 NP シ

ステム開発、 愛媛医療生活協同組合、 岡田印刷株式会社、 NPO 法人家族支援フォーラム、

義農味噌株式会社、 株式会社 GOOD FIELD、 月心グループ　株式会社公益社、 生活協同

組合コープえひめ、 株式会社昆布森、 サトー産業株式会社、 株式会社サニクリーン四国、

株式会社志賀商店、 四国ホーム株式会社、 株式会社清水屋、 株式会社世起、 社会福祉法

人中山梅寿会、 株式会社ハート、 株式会社パステムマツザワ、 株式会社ビッグウッド、 星企

画株式会社、 株式会社美寿寿

　愛媛同友会の合同企業説明会 （以下、 合説） では、 単なる人取りではなく、

学生の声を聞き、 採用活動から共に学び共に育つを実践しています。 3 月 12

日に合説当日へ向けた事前学習会を行い、 求人情勢や対策、 当日の流れや

各企業の担当者同士で交流を深める時間をとりました。 各社ブースは合説の

回数を追うごとに工夫が施されており、 互いの良い所を吸収して自社の採用活

動に活かしていることが分かります。 また今回参加企業の中には、 学生の目

の前で実際にモノづくりをする取り組みがされており、 これには学生だけでなく

各社からも見学者が集まりました。

　今回は新たに就職活動の相談ブースを愛 Work のキャリアコンサルタントの

方に協力いただいて設営をすることを行いました。 求人教育委員会では学生

や会員企業にとってより良い取り組みは何かを深め、 今後も大学と連携して学

生との懇談会も検討しています。

文責 ： 難波　賢太 （愛媛同友会　事務局員）

松山支部第 3 地区会情報 ： 株式会社 Future Select　　重松大介さん

　株式会社 Future　Select は、 職業紹介 ・ 人材育成を柱にされています。

　求職者には、能力分析・キャリアカウンセリングを施し、就活サポート。 一方、求人企業側に対しても、企業の魅力分析・マーケティ

ングサポートを施し求職者とのマッチングを図られます。起業して 6 年経った現在、20 代・30 代登録者が約 8 割、年間面談約 150 名、

紹介実績が 653 名、 マッチング率 (1 年以内 ) が 92.3％という実績。 この数字の裏付けに対して重松さんは、 マッチングにおいて

は、 お互いの 「共感」 を重要視してきたと言われます。 そのため一回だけの面接で終える活動ではなく、 「企業見学」 「担当者面

談」 「面接」 「人材マッチング」 を必要な回数と時間をかけて丁寧に行い、 求職者と企

業の間に生まれる「共感」というゴールをサポートすることに力を注いできたとのこと。 マッ

チングだけに留まらず、 「定着」 されるまで、 最低でも 6 カ月以上のサポートも重要視

されているそうです。

　社員さん 2 名を雇用し、 個人経営から組織経営への転換が経営課題。 「これからは

社員さんと互いに日々頭を悩ませていきます」 と語る重松さん表情からは、 苦悩という

より 「パートナーとの出会えた」 という喜びが感じ取れました。

寄稿 ： 中道　昇さん （㈲モンド／松山支部第 3 地区会）

挨拶する今村委員長と
合説担当委員の堀内副委員長

各社ブース取り組みの様子
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第 2回南予出張例会

選ばれる企業になるために

～あなたはすぐそばにある宝物に気づいていますか？～

■報告者 ： 田中　正志　氏

　 ギノーみそ株式会社　代表取締役／愛媛県中小企業家同友会　代表理事

■日　時 ： 6 月 27 日㈬　　■会　場 ： 大洲市総合福祉センター

■参加者 ： 29 名

第 61回 EDOR 拡大判定会議

　外部環境調査 （EDOR） 委員会は、 四半期に一度、 会員さんから集まった EDOR （景況調査） を基に、 判定会議を行い、 記者発表を行っ

ています。 その判定会議に、 より多くの会員さんに関わっていただき EDOR の意味と価値を知ってもらいたい、 という想いから全会員を対象

にした 「拡大判定会議」 が 7 月 10 日㈫に行われました。 これまで日中に開催していたものを夕方開催とし、 懇親会とセットで開催しました。

「第 20 回報道関係者との懇談会」 での委員会活動報告もあり、 当日は報道関係者にも出席いただけました。 実際に、 今回の拡大判定会議

は多くの皆さんに参加いただくことが出来、 経営者と下の肌感覚をよりリアルに感じ、 報告書に反映することが出来ました。 参加した皆さんか

らも勉強になったとの声をいただけました。

　本調査目的は、 愛媛県内中小企業の “独自の” 景況データを持つことです。 これにより①大企業対象の景況調査との比較、 ②対外発信

の為の基礎的データの収集が可能となります。 また、 本調査を行うことで①経営活動の自己点検の契機となり、 ②景気動向への鋭敏な感覚

を磨く材料を得ることが出来るという意義があります。 これらの目的 ・ 意義を達成することで 「よい会社をつくろう」 「よい経営者になろう」 「よ

い経営環境をつくろう」 という同友会の 3 つの目的へも繋がっていきます。

　次回調査票は 9 月に 7 月～ 9 月の調査票をお送りします。 ぜひご協力いただきますとともに、 この景況調査を通じて共に学び、 共に育ち

合いましょう。

文責 ： 難波　賢太 （愛媛同友会　事務局員）

　第 2 回南予出張例会は、 参加者の企業が 「選ばれる企業になるため」 の事例が沢山挙がりました。

それは、 参加者に、 勇気と希望を与えました。

　固定観念にとらわれ、 何もやらないと何も起こらない。 自らが現場に行け！察知する眼を持て！良い

ものを作ると高くなる。 知らない人には、 まず試してもらう。 試して貰うために何をすれば良いか考える。

試食販売用には、 その目的のための製品を用意する。 無料配布の有効性。 枕元にメモを置け！数々

の話をした後に、 一言。 そのまま頷いて良かったと思うだけではなく、 自社に落とし込むのが大切とい

うことを強調されました。 そのためには、 どうしたら良いのかを、 南予の某会社を例に挙げ、 わかりや

すく解説して下さいました。

　今回のキーワードは、 4 点。 一つ目のキーワードは、 「自分で値段を決める仕事をしよう。」 すなわち、 儲かるものだが、 ライバル

が参入できない市場を作らないとならない。 小さな市場だと大企業も参入しない。 二つ目は、 「物まねは絶対にしない、 オンリーワ

ンを目指す。」 大企業でないのだから、 ナンバーワンで無くて良い。 そして、 物まねではないから、 オンリーワンだから、 自分で値

段が決められる。 三つ目は、 「小さく植えて大きく育てる。」 大企業は大きく植えて一発で回収できるが、 中小企業は、 経営資源

が乏しく、 それはできない。 大きく育つものを見極める眼を持たなくてはならない。 最後の四つ目は 「相手が欲しいものを作る。」

こちらが良いと思っても売れない。 自ら、 店頭に立って、 試食して下さる方々に耳を傾けることが

大切だということ。

　これらのキーワードは、 田中社長が、 頭で学んで、 実践し、 失敗を繰り返し学んだことです。

千回くらい失敗して得たことです。 ただ、 失敗するのではなく、 そこから学んだからこそ、 失敗し

なくなったそうです。

　早く、 自社の宝物である 「強み」 を見つけ、 何で稼ぐかを決めることが大切です。 そして、 一

つの成功を、他でも成功させて行く。 例えば、成功した製品を応用し、全国に水平展開をして行く。

あくまでも、 大企業に狙われない小さな市場で…。

　業界大手味噌会社の社長が 7 人引き連れて、「提携したい」 と言ってきたそうです。 我々も 「選

ばれる会社」 になれるよう頑張らないといけないと、 痛感しました。

　懇親会では、 南予弁を交え、 温かみのある話で盛り上がりました。 役員候補も決まり、 南予の

支部作りの熱を感じました。

寄稿 ： 木本　康聖さん （木本経営コンサルタント事務所／伊予 ・ 松前支部）

座長の中周作さん

グループ討論の様子



会員情報大募集!!
広報情報化委員会では会員皆さんの情報をお待ちしています。

会報誌で自社情報を発信しませんか？

是非、愛媛同友会会報誌を発信のツールとしてご活用下さい！

お問い合わせは愛媛同友会事務局まで。

10 …第 7 回経営フォーラム

第 7回経営フォーラム

あなたは会社の 10 年後の姿を想像できますか？

～共に育ち合うことがあなたの未来を切り拓く～

～実行委員長挨拶～

　アベノミクスから 5 年余り、東京オリンピックやインバウンド需要の増

加もあり、日本経済は緩やかながら良い方向へ向かっているといわれていま

す。一方で、急速な人口減少と超高齢社会の進行に伴う国内市場の縮小や労

働人口の減少など、地方の中小企業を取り巻く環境はますます厳しさを増し

ており、景気の二極化が進んでいると感じます。

　今回の経営フォーラムでは、「10年ビジョン」と「共育」にスポットを当

て『あなたは会社の 10 年後の姿を想像できますか？～共に育ち合うことが

あなたの未来を切り拓く～』をテーマとして掲げました。どんな時代の中で

も私たち経営者には、変化を敏感に捉え、未来を見据え、夢を語り、社員・地域・仲間と共に成長しながら、

会社を永続させていく使命があり、そして、その実現のために経営者は、学び続けなければならないと考え

ます。

　今と思った時がチャンスです。経営フォーラムで共に学び、未来を切り拓くためのヒントを見つけに来ま

せんか。多くの皆さんとお会いできるのを心から楽しみにしております。

大政裕志 実行委員長
月心グループ 常務取締役

愛媛同友会 理事・伊予松前支部長

◆日時 ： 2018 年 11 月 20 日㈫　13 時 00 分～ 20 時 00 分

　※受付 ： 12 時 00 分～

◆記念講演 ・ 分科会会場 ： 松山市総合コミュニティセンター

　 〒 790-0012　愛媛県松山市湊町 7 丁目 5 番地

◆登録料 ： 4,000 円 （記念講演 ・ 分科会まで）

◆懇親パーティー会場 ： レストラン北斗 JR 松山駅前店

　 〒 790-0066　愛媛県松山市宮田町 14

◆懇親パーティー会費 ： 4,000 円

◆お申し込み ・ お問合せ先

　 愛媛県中小企業家同友会

　 〒 790-0003　愛媛県松山市三番町 1 丁目 11 － 10　ISSEI ビル 301 号室

　 TEL ： (089)948-9920　　FAX ： (089)948-9931

　 MAIL ： info@ehime.doyu.jp

※お申し込み、 記念講演 ・ 各分科会情報等は同封の案内チラシをご参照ください。 →



こだわりのじゃこ天
その一、
宇和海 ・瀬戸の新鮮な魚を使用
その二、
添加物を使用していません。 無添加！
その三、
天然岩塩使用

〒 790-0004
愛媛県松山市大街道 3丁目 7-4
（松山城ロープウェイ乗り場斜め前）
TEL ・ FAX ： 089-935-8622
HP アドレス ： http://umajaco.jp

11

愛媛同友会事務局移転

事務局移転…

伊井達哉事務局員 ・退局に伴うご挨拶

　この度、 愛媛県中小企業家同友会の事務局がアイテムえひめから移転いたしましたことをご報告させていただきます。

移転に伴い、 電話番号、 FAX 番号も変更されておりますので、 以下ご確認くださいますようお願い申し上げます。

◇事務局住所：松山市三番町 1丁目 11 － 10　ISSEI ビル 301 号室

◇電話番号：089 － 948-9920　　◇ FAX 番号：089 － 948-9931

　新事務局はオートロックとなっております。 ビル入口にて 「301」 と入力、 「呼び出し」 を押していただきますと事務局に

繋がりますので、 こちらで解錠いたします。 お間違えの無いよう、 ご注意ください。

　いつも会報誌をご覧いただいている皆さま、 事務局の伊井達哉です。 皆さまがこの会報誌を手に取っ

てくださっているころ、 私は香川県にいることと思います。 周知の通り、 私は 2018 年 7 月で愛媛同友会

から離れ、 8 月より香川同友会で事務局員として同友会運動に携わることとなりました。 愛媛同友会にア

ルバイトとして関わり始めたのが 2012 年の秋でした。 2017 年 3 月 11 日に別の世界に行ってしまいまし

た鎌田哲雄さんに声を掛けていただき、 その後正局員となり、 今に至ります。

　愛媛同友会の事務局員として働けたことで本当に多くのことを学びました。 「世の中は捨てたものでは

ない、 信頼に足る」 鎌田さんが話していた言葉です。 私が同友会運動に携わっていく中で大切にしている言葉でもあります。 自

社についてはもちろん、 社会について、 地域について、 本当に真剣になって語り、 行動している方々が同友会にはいます。 同友

会を知ったとき、 こんな人がいるんだと感動したことを覚えています。 「世の中は捨てたものではない、 信頼に足る」 ということを発

信していくこと、 そんな同志を増やしていくことが同友会に携わる者のミッションであると思っています。

　9 年間を過ごした愛媛県を離れ、新天地に行くことは当然さみしい気持ちもあります。 しかし、27 歳のいま、大きなチャンスだと思い、

前を向いて頑張っていきたいと思います。 愛媛での学びを香川で活かして行きます。

　最後になりましたが、 愛媛同友会に関わりのある皆さんとの出会いのおかげで今の私があります。 憧れの存在であると言える方々

にお会いできたことは人生の宝物です。 今後ともよろしくお願い致します。 是非皆さん全国大会でお会いしましょう。

伊井　達哉　事務局員

　この度、 約 6 年に渡り愛媛同友会の運動を推進してきた仲間である伊井達哉さんが愛媛同友会を退局し、 香川同友会事務

局員として同友会運動に携わることとなりました。 この場をお借りして、 伊井達哉さんから愛媛同友会会員の皆さんへのご挨拶を

申し上げます。 ご一読いただけますと幸いです。

6 年近く勤めた伊井達哉さん



12 …同友会で俳友会

　

今
月
の
兼
題
は
「
空
蝉
（
う
つ
せ
み
）
」
で
す
。
空
蝉
と
は
、
蝉
の
抜
け
殻
の
こ

と
で
す
。
蝉
の
幼
虫
は
地
中
で
何
年
も
過
ご
し
た
後
、
地
上
で
羽
化
し
ま
す
。
地
上

で
の
生
活
は
一
～
二
週
間
程
度
。
羽
化
し
た
後
に
残
っ
た
蝉
の
抜
け
殻
は
、
蝉
の
地

上
で
の
命
の
短
さ
と
相
ま
っ
て
儚
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

最
優
秀
賞　

　

 

空
蝉
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
し
が
み
つ
き

大
吉
さ
ん
（
有
限
会
社
ユ
ア
ー
ズ
・
ケ
ア
）

　

選
者
が
今
朝
自
宅
マ
ン
シ
ョ
ン
を
出
る
と
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
壁
に
空
蝉
が
し
が
み

つ
い
て
い
ま
し
た
。
「
な
ん
と
、
こ
ん
な
所
で
羽
化
す
る
と
は
」
と
感
慨
深
く
観
察

し
ま
し
た
。
植
え
込
み
の
土
の
中
で
幼
虫
の
長
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
の
で
し
ょ

う
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の
植
え
込
み
で
す
か
ら
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
木
も
あ
り
ま
せ
ん
。

地
上
に
出
て
き
て
、
羽
化
に
選
ん
だ
場
所
が
マ
ン
シ
ョ
ン
の
壁
だ
っ
た
の
で
す
。

　

掲
句
の
中
七
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
が
、
空
蝉
の
あ
る
場
所
と
し
て
い
さ
さ
か
読
者

に
違
和
感
を
感
じ
さ
せ
、
そ
の
次
に
「
そ
う
い
え
ば
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
し
が
み
つ
く
空

蝉
を
見
た
こ
と
が
あ
る
な
。
」
「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
壁
に
あ
っ
た
な
。
」
と
既
視
感
を
刺

激
し
ま
す
。
じ
ん
わ
り
と
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
感
じ
さ
せ
る
俳
句
で
す
。

ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
句

　

 

空
蝉
や
一
期
一
会
の
心
意
気

佐
川　

長
生
さ
ん
（
有
限
会
社
ユ
ア
ー
ズ
・
ケ
ア
）

　

作
者
は
常
に
一
期
一
会
の
気
持
ち
を
も
っ
て
人
と
接
し
、
出
会
い
を
大
切
に
さ
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
空
蝉
の
儚
さ
と
一
期
一
会
と
い
う
言
葉
が
う
ま
く
響
き
合
っ

て
い
ま
す
。
一
期
一
会
と
い
う
言
葉
は
、
出
会
い
を
大
切
に
す
る
と
い
う
心
構
え
で

す
の
で
、
下
五
の
心
意
気
と
意
味
が
重
な
り
ま
す
。
下
五
を
状
況
な
ど
を
表
現
す
る

言
葉
に
置
き
換
え
る
と
面
白
く
な
り
ま
す
。

十

月

号

　

兼   

題　

「

台

風

」
「

台

風

圏

」
「

台

風

の

眼

」

締
め
切
り　

八
月
三
十
一
日

十
一
月
号

　

兼   

題 

「

団

栗

（

ど

ん

ぐ

り

）
」

締
め
切
り　

九
月
三
十
日

十
二
月
号

　

兼   

題 

「

ク

リ

ス

マ

ス

」
「

聖

夜

」

締
め
切
り　

十
月
三
十
一
日

講
評
：
髙
橋　

大
輔
さ
ん

（
広
報
情
報
化
委
員
）

同
友
会
で
俳
友
会

　

七
月
号
兼
題
「
ビ
ー
ル
」
「
麦
酒
」
最
優
秀
賞
の
岡
井
雅
彦
さ
ん

に
は
、
景
品
と
し
て
株
式
会
社
昆
布
森
さ
ん
か
ら
「
商
品
詰
め
合

わ
せ
」
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

今
月
の
景
品
は

株
式
会
社
中
野
本
舗
さ
ん

か
ら
で
し
た
！

投
句
と
と
も
に
、

最
優
秀
賞
者
へ
の
景
品
も

募
集
し
て
お
り
ま
す
！



13会員掲示板／経営相談室コラム…

新入会員のご紹介 （1 名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5 月 15 日～ 7 月 6 日）

阿部　友広 （あべ　ともひろ）

1972 年 12 月 20 日生まれ　今治支部

阿部建設　代表者　建設業

〒 794-0113　今治市玉川町別所甲 80-3

TEL(0898)55-2426　FAX(0898)55-2426

紹介者／㈱平野　　松田　泰幸

会員／芥川　幸次 （今治支部）

旧企業名／アクト ・ プラス

新企業名／㈱アクト ・ プラス

代表から代表取締役に就任されました。

○企業名 ・ 役職変更

会員名／山川　光男 （松山支部第 1 地区会）

企業名／生活協同組合コープえひめ

常任理事から専務理事に就任されました。

○役職変更

会 員 掲 示 板

中
小
企
業
が
大
企
業
と
戦
え
る
の
は

「人
し
か
な
い
」

秋

川

保

親

氏

秋
川
会
計
事
務
所
㈱
取
締
役

愛
媛
同
友
会　

経
営
相
談
室
長

　

中
小
企
業
は
、
業
種
も
規
模
も
歴
史
も
様
々
で
す
。
し
か
も
従
業
員
も
少
な

く
、
社
長
は
営
業

・
顧
客
の
対
応

・
仕
事
の
進
捗
状
況

・
社
員
の
指
導

・
資
金

繰
り
を
考
え
銀
行
と
の
折
衝
な
ど
24
時
間
心
の
休
ま
る
時
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

上
ほ
と
ん
ど
の
中
小
企
業
は
、
銀
行
に
担
保
を
取
ら
れ
連
帯
保
証
人
に
な
っ
て
い

ま
す
。
大
企
業
の
場
合
は
「
有
限
責
任
」
で
社
長
個
人
の
保
証
義
務
は
な
い
の
で

す
。
こ
の
よ
う
に
全
財
産
と
人
生
の
総
て
を
会
社
に
投
入
し
て
い
る
の
が
中
小
企
業
の

経
営
者
で
す
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
死
ん
で
み
な
い
と
家
族
の
住
む
家
さ
え
残
っ

て
い
る
の
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
の
が
現
実
で
す
。
現
在
、
日
本
を
代
表
す
る
大
企

業
と
な
っ
た
京
セ
ラ
の
創
始
者

・
稲
盛
和
夫
さ
ん
が
、
会
社
を
創
業
し
て
間
も
な
い

頃
、
高
卒
の
若
者
を
20
人
ほ
ど
採
用
し
ま
し
た
が
、
間
も
な
く
労
働
組
合
が
結
成

さ
れ
、
賃
金
の
引
き
上
げ
・
時
間
短
縮

・
年
2
回
の
ボ
ー
ナ
ス
の
支
給
な
ど
を
要

求
さ
れ
団
体
交
渉
に
な
り
ま
し
た
。
創
業
間
も
な
い
京
セ
ラ
は
、
要
求
を
受
け
入

れ
る
と
会
社
は
倒
産
す
る
。
三
日
三
晩
も
団
体
交
渉
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
稲
盛

さ
ん
は
「
将
来
必
ず
君
た
ち
の
要
求
を
実
現
す
る
か
ら
私
を
信
じ
て
頑
張
っ
て
ほ
し

い
」
と
説
得
、
会
社
の
理
念
の
冒
頭
「
京
セ
ラ
は
、
従
業
員
の
物
心
両
面
の
幸
せ

を
守
る
」
と
明
記
し
た
の
で
す
。
稲
盛
家
は
あ
ま
り
裕
福
で
な
く
、
兄
弟
が
進
学

を
諦
め
和
夫
さ
ん
だ
け
を
大
学
に
行
か
せ
ま
し
た
。
こ
の
時
の
事
を
振
り
返
り
「
自

分
の
家
族
に
仕
送
り
も
出
来
な
い
の
に
、
他
人
の
子
ど
も
に
賃
上
げ
を
要
求
さ
れ

る
。
経
営
者
ほ
ど
引
き
合
わ
ぬ
仕
事
は
な
い
」
と
ぼ
や
い
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
京
セ
ラ
の
理
念
と
、
稲
盛
さ
ん
の
誠
実
な
人
柄
を
信
頼
し
た
従
業
員
は

必
至
で
頑
張
り
、
今
日
の
京
セ
ラ
が
実
現
し
た
の
で
す
。
稲
盛
さ
ん
は
「
人
の
心

は
変
わ
り
や
す
い
が
、
一
旦
信
じ
合
え
ば
こ
れ
程
強
い
物
は
な
い
」
と
も
言
わ
れ
ま

す
。
「
中
小
企
業
が
大
企
業
に
勝
つ
の
は
人
し
か
な
い
」
。
経
営
者
は
、
自
分
と
従
業

員
の
暮
ら
し
を
守
る
強
固
な
砦
と
し
て
素
晴
ら
し
い
人
間
関
係
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

“平成の赤ひげ”の
経
営
相
談
室
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

○住所変更

会員／荒木　秀朗 （松山支部第 1 地区会）

新住所／〒 790-0041　松山市保免上 1-3-5
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私たちは ICTで、誰もが働きやすい社会を創出します。

089-987-6046

089-945-7698

システム開発事業・Web 開発事業
IT を使って、地域の方々の「あったらいいな」を
実現するシステム開発、Web 制作を行います。

就労移行支援事業
現役で活躍する IT エンジニアが技術支援を行い、
障がいを持つ方が就労するためのお手伝いをします。

就労継続支援 A 型事業
障がいを持つ方が、仕事を通じて社会的に自立し、
地域へ貢献する人財となる就労の場を提供します。

放課後等デイサービス事業
障がいをもつ子供たちが、IT 学習を通して、社会性、
人間性を身につけ、夢を実現するお手伝いをします。

http://npo-fjs.org/

http://www.fellow.co.jp/

特定非営利活動法人

…理事会議事録／会員情報

◎えひめジョブチャレンジ U-15 説明会　愛媛県教育委員会担当者 ・ 山口氏、 渡部氏

より説明された。

（１） 未来デザインゲームの普及について、 えひめジョブチャレンジ U-15 への協力と

あわせて、 学校との打ち合わせ日程を事務局まで集約することが呼びかけられた。 打

ち合わせ日程時には米田代表理事もしくは前田眞キャリア教育委員長が同席して未来

デザインゲームによる授業の呼びかけを行うこととする。

（２） 南予支部設立に向けた課題について新支部役員が報告され、 出張例会等のス

ケジュールが確認された。

○支部長 ： 原田浩会員、 副支部長 ： 松本たけみ ・ 塩崎道太会員、

　 幹事長 ： 内藤昌典会員

○南予出張例会 ： 8 月 21 日㈫ 18 ： 30 ～　大洲市総合福祉センター

　 報告者 ： 前田眞会員

○支部設立準備会総会　2019 年 1 月 （予定）　報告者 ： 原田浩会員

○第３回南予交流会　8 月 10 日㈮　会場未定

（３） 仲間づくり本部の取り組みについて報告され、 会員拡大のとりくみについて各支

部地区幹事会で入会候補者のリストをもとに協議することと、 入会候補者訪問に会員

が積極的に日程を決めて事務局に同行していくことが呼びかけられた。

（４） 『働く環境づくりのガイドライン』 の運用についてガイドラインの通読が呼びかけら

れ、 レポート提出 40 名目標とする。 また自社でとりくんだ場合には、 事務局へ情報を

集約していただくことで呼びかけられた。

（１） 退会承認

2018 年度　愛媛同友会　第 3 回理事会　議事録

　【日時】 2018 年 6 月 28 日㈭　18 時 30 分～ 20 時 00 分　　【会場】 二番町ホール

　【出席者】 理事 24 名　事務局 4 名　　【委任状提出】 12 通　　【議長】 渡部伸哉　　【議事録作成者】 安丸雄介

（２） 愛媛県からの IT 導入補助活用説明会の協賛依頼について承認された。

（３） 経営フォーラム実行委員会から全体の参加目標 200 名 （会員 140 名、 オブザー

バー 40 名、 ゲスト 20 名） が提起されるとともに報告者について報告され、 参加登

録料は 4,000 円と承認された。

（４） 中小企業振興基本条例サミット （四国ブロック条例集会） について愛媛

同友会内での実行委員会が立ち上げられることで承認された。 条例委員会以

外の会員にも広く呼びかける。

○ 2019 年 10 月 26 日 （金） 愛媛大学南加ホール

　 参加目標 ： 愛媛 100 名、 香川 20 名、 徳島 10 名、 高知 5 名、

　 四国外 15 名 （各行政 ・ 団体訪問、 チラシ製作、 広報、 記者会見、

　 登壇者打ち合わせ、 プレ学習会などを具体化）

（５） 中同協 ・ 四国ブロック環境学習会の実行委員会立ち上げについて承認さ

れた。

（１） 国際化の課題について三好大助会員より、 自社の企業活動の中で外務

省と関係性が作られ、 愛媛に来県された折に中小企業との懇談の要望がある

と報告され、 参加が呼びかけられた。 7 月 11 日もしくは 12 日に来県予定。

（２） 中同協 50 周年ロゴの活用と、 同友エコ登録 ・ 環境アンケート回答につ

いて呼びかけられ、 また中同協役員研修は （2018 年 9 月 20-21 日 ・ 徳島）

理事役員は原則全員参加で位置づけることが呼びかけられた。

（３） 代表理事会議、 各支部、 各委員会等の活動報告について報告された。

（４） 2018 年度全国 ・ 他団体行事について

協議事項

閉会挨拶：田中正志代表理事

開会挨拶：平野啓三代表理事

報告事項

承認事項

2018 年度　愛媛同友会　臨時理事会　議事録

　【日時】 2018 年 7 月 13 日㈮　18 時 00 分～ 19 時 00 分　　【会場】 松山市青少年センター

　【出席者】 理事 12 名　事務局 2 名　　【委任状提出】 10 通　　【議事録作成者】 安丸雄介

（1） 豪雨被災対策について

・ 物資支援については随時行い、 「義援金」 による物資購入の使途は迅速に支援対応する観点から、 事務局判断に一任することで承認された。

・ 「義援金」 について、 愛媛同友会として会員内へ呼びかけて取り組むことで確認された。

・ 災害ボランティアについては災害ボランティアセンターを窓口にすることで e-doyu で配信する。

　ただし、 7 月 14 ～ 16 日の三連休には、 会員企業にスポットで支援に当たる報告で進めることとして、 会員企業の事情に即して実際に行うかどうかを判断することとした。

（2） 南予交流会及び出張例会のスケジュールについては棚上げにして見直すこととした。

協議・承認事項

松山支部第 1 地区会情報 ： 日興石油株式会社　　一色宣孝さん

　松山第１地区会員の一色宣孝さん （日興石油株式会社） を訪問させていただきました。

　お伺いした日はなんと創業日。 祖父が創業し一色さんが三代目です。 この７月１１日に創業５９年を迎えられました事に心からお慶び申し上げます。

　日興石油さんは地元の方々から長く愛されてきました。 主に法人客とリピーター客でその地域密着型の対応力により支持されています。 価格競争から生

まれたセルフスタンドには移行せず地域密着型のフルサービスを貫いてきました。 経営理念の 「お客様の満足を最優先する」 という事をまさに実践されて

います。

　一色さんは業界に対しても熱い想いをお持ちです。 自動車をはじめ電気が重要視される昨今で石油には無くてはならない使命感があると言います。 特

に災害時などは石油が無いと稼動しない機械も多く重要な存在です。 そんな大切な資源を人々に安定供給

する事に大きな責任感を抱いています。 ここ最近では故 ・ 桂歌丸さんが遺した 「落語を残すのも、 落語のお

客さんを残すのも、 落語家の責任」 という言葉にも感銘を受け、 衰退が危惧される業界に対しても業界人とし

て石油の大切さを啓蒙していく必要性を再認識しました。

　訪問した際に迎えてくれた社員さんの挨拶、 笑顔、 自動車が出やすく移動してくれる等、 温かい対応に感

動しました。日興石油での活動を通じてお客様から必要とされる人材に成長して欲しいと熱心に語る一色さん。

その熱心な気持ちが社員さんに伝わっている事を感じこちらまで温かい気持ちになりました。 今回、 ご訪問さ

せていただき本当にありがとうございました。 　　　　寄稿：須﨑　明良（㈱石材振興会／松山支部第 1 地区会） 一色宣孝さん （右） と愉快な仲間たち



究 極 の 挑 戦 者

昔ながらの尾道中華そば

７月からリニューアルオープン

麺 屋 十 銭
〒790‒0004 愛媛県松山市大街道２丁目３‒１５

携 帯　０９０‒１１７０‒１８６０

「食」を通じて笑顔の輪を広げます。

～人の一生を支えられる企業になりたい～
社団法人　日本義肢協会会員
＝義肢・補装具・車椅子・補助杖・その他福祉関連商品＝

有限会社　オルソ本田
〠７９０－０９４７

松山市市坪南丁目４番２４号

ＴＥＬ(０８９)９５８－６６１７

ＦＡＸ(０８９)９５８－６６４１

E-mail:ortho@abelia.ocn.ne.jp

http://ortho-honda.com/



JXTGエネルギー株式会社特約店
～灯油・軽油・A重油の配達もお任せください～

松山市和気町1丁目473－1


